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大学生翻译竞赛日汉互译组初赛试题

日译汉原文：

最も唐代の輝きを代表するものは軍事ではなく、文化である。300年間の歴史を持つ唐の礎はわずか37年で滅んだ隋(581年－618年)により作られた。隋と唐の関係は、ちょうど前の王朝の秦と漢との関係と不思議な対照関係を示している。秦は中国に万里の長城を建設し、建築の形式を用いて、中国文化の大一統の事実上の形成を象徴すると共に、中国文化圏の農耕文化と遊牧文化の絶え間ない循環的な関係性を表している。隋は中国の為に千里に渡る運河を作ったが、これは農業文明における南北間の新たな経済関係を象徴するものである。中国の新たな経済成長と文化成長は皆この人工運河によってもたらされることになる。秦の一つ前の王朝である周は世襲貴族の時代であったが、秦はそれを打ち破り、軍功を用いて、人々が等しくその「気力」をもって高位を得られるようにした。唐の前の六朝時代は門閥貴族の時代であったが、隋は科挙を導入し、人々が皆平等に「知識」で高位を獲得できるようにした。漢は秦の制度を、唐は隋の制度を受け継いだ。長城と運河、軍事上の功績と科挙の対照から、唐の経済力と文化の輝きという特色を見出すことができる。長安から始まるシルクロードが唐の文化を遠方に伝える一方で、南アジアからは仏教、医学、暦法、言語学、音楽、美術、中央アジアからは音楽と舞踏、西アジアからはゾロアスター教、ネストリウス派のキリスト教、マニ教、イスラム教、医術、建築、芸術、馬球（ポロ球）の運動などが伝えられた。これらの背後には、インドのグプタ文化、ササンペルシャ文化、ビザンツ文化、及びこれらが内に含むエジプト文化、アッシリア文化、ギリシャ文化、ローマ文化がある。東海においては、木船が次々と日本からの使者を運び、また送り出していた。王維の詩に「九天の閶闔、宮殿を開き、万国の衣冠、冕旒を拝す」（『和賈舎人早朝大明宮之作』）と書いてあるが、この詩は、唐代の盛況さを表す一方で、唐の人々の度量の広さも示している。西域の服飾が唐の宮廷内外で流行し、中央アジアの舞踏、音楽、天竺の雑技、魔術が社会各層に娯楽をもたらし、国外からの新しい気風に対する驚き、歓迎、模倣、創造といった心理状態は、唐代芸術の形成発展に競争的環境をもたらした。「語人を驚かさずんば 死すとも休めず」とは、ただ杜甫個人の創作理念というだけではなく、また詩歌世界の現象に対する記述というだけでもない。これは唐代の全ての芸術活動に対する描写でもあるのだ。

汉译日原文：

墨迹里的文明：中国书法的演进与审美
中国书法，被誉为“无声的音乐”与“纸上的舞蹈”。它不仅是记录语言的工具，更是中国文化精神最为直观的视觉呈现。在长达数千年的发展历程中，书法从实用的文字记录，逐渐演变为一种追求极致审美与人格修炼的艺术形式。对于研习者而言，书法不仅是指尖的技艺，更是一场关于生命张力的修行。

书法的源头可以追溯到商周时期的甲骨文与金文。文字被刻在坚硬的龟甲或铸造在青铜器上，线条瘦劲而凝重。随着秦始皇统一六国，为了消除地域间的交流障碍，他推行了“书同文”的政策，即通过法律形式统一了全国的文字标准。这一时期产生的小篆，追求结构的严谨与对称，其圆转均匀的笔画确立了汉字最初的秩序美。

然而，书法艺术真正的“觉醒”始于汉代。由于行政事务繁重，严整的小篆逐渐演变为书写更为便捷的隶书。隶书改变了汉字纵向延伸的趋势，形成了“横长直短”的扁平格局。为了增加书写的韵律感，书法家们在横画的起笔与收笔处加入了独特的装饰：起笔圆厚如蚕的头部，收笔则轻盈上挑，形似燕子的尾巴。这种被称为“蚕头燕尾”的笔法，标志着书法正式脱离了单纯的工具属性，开始注重线条本身的律动。

魏晋南北朝是中国书法史上的重要转折点。以“书圣”王羲之为代表的文人群体，将书法与自然哲学深度结合。在他们笔下，文字不再是生硬的符号，而是如同流云般舒卷、如清风般自然。这种超越世俗、追求灵动的风格，被后世称为“魏晋风度”。

进入唐代，书法展现出了盛世的雄浑气度。唐代社会崇尚法度与规严，这促使楷书达到了完美的成熟期。颜真卿的楷书雄浑厚重，结构开张，体现了儒家思想中“刚正不阿”的人格写照。与此同时，张旭与怀素则将草书推向了狂放不羁的境地。他们在笔墨间宣泄情感，线条如惊蛇走虺，将书法的抽象美推向了极致。这种从“严谨法度”到“情感爆发”的转换，构成了书法史上最波澜壮阔的篇章。

中国书法最核心的审美命题是“字如其人”。古人坚信，一个人的笔迹是其人格、学识与胸怀的延伸。性格刚毅者，其字迹往往笔力遒劲，带有“风骨”；性格温润者，其墨迹则通常圆润秀雅，气韵平和。在书法评价中，常提到“骨、肉、气、神”四个维度。“骨”指线条的力量支撑，“肉”指笔画的丰盈度，而“神”则是最高境界。此外，书法还讲究“留白”的智慧。在方寸之间的纸张上，没有着墨的空白处与墨迹交织在一起，构成了一种“虚实相生”的艺术空间。这种审美逻辑与日本文化中的“余白之美”有着深层的共鸣，却又在中国书法中展现出更为刚健的一面。

作为东亚文化圈共同的语言，书法一直是文明交流的重要纽带。唐代时期，大量的遣唐使将书法艺术带回日本，并逐渐孕育出了具有大和民族特色的书法文化。在这一过程中，日本出现了被誉为“三笔”的三位书法大家——空海、嵯峨天皇与橘逸势。他们深受唐代书风的影响，却又在创作中融入了日本本土的审美情趣，从而开启了日本“书道”的辉煌历程。

在当今时代，书法并未因键盘的普及而消亡。从现代设计中的视觉元素，到数字艺术中的沉浸式体验，书法正在打破纸张的限制。对于当代大学生而言，研习书法不仅是练习一种技能，更是一次与古人跨越时空的“无声对话”。当你提起笔，感受着笔尖与纸张摩擦的细微触感，传承千年的文化基因便在每一次起笔与收笔间悄然唤醒。

